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下 水 道 特 集 号
平成3 年3 月1 日現在

( 1面) よ み が え る 水 辺

まちの中の小 さな自然
( 2面・3面) あ な た に 、 快 適 な

環 境 を 運 び ま す
( 4 面) 下水道がで きたら

土 木 部 下 水 道 課
〒120 足立区中央本町一丁目17番1 号

( 3880) 5271

よ み が え る 水辺
ま ち の 中 の 小 さ な 自 然

昭
和
4
8一年
、
足
茫
ド
が
本
桁
的
に
ド
水

道
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
1
7

年
か
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
に
は
、
特
に
下
水
道
整
備
の
遅

れ
て
い
た
葛
飾
区
や
江
戸
川
区
と
気
持
ち

を
-
-
つ
に
し
。
昭
和
5
2
年
、
六
区
ド
水
道

促
進
連
眼
を
結
成
し
、
促
進
人
会
や
川
、

都
へ
の
働
き
か
け
な
ど
ド
水
道
の
I
囗
も

早
い
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
t
成
。
兀
年
度
の
鏗
及
率
も
7
0
%
を
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
皿
‥
及
率
が
あ
が
れ
ば
あ
が
る

ほ
ど
、
残
さ
れ
た
地
域
に
仕
む
背
さ
ん
の

ド
水
道
の
?
期
整
備
に
対
す
る
願
い
は
、

ま
卞
ま
卞
強
い
も
の
ヒ
々
り
ま
す
。

ド
と
し
て
は
、
1
囗
も
い
い
1
0
0
%普
及

を
目
指
し
、
今
後
と
も
が
力
仝
小
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
水
迫
刀
整
備
は
、
健
嘆
で
快

迪
な
生
活
を
つ
く
る
と
い
っ
た
本
末
の
目

的
と
併
せ
て
、
不
必
要
に
ご
っ
た
水
路
を

新
た
に
親
水
水
路
や
イ
こ
ユ
ニ
テ
イ
辿
路

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
な
ど
、
ま
ち
々
み

の
変
化
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
う
し
た
空
間
の
利
川
な
ど
に

も
あ
ら
ゆ
る
知
恵
と
匚
人
を
亟
ね
、
卜
水

道
施
設
を
地
域
の
毳
亟
な
財
産
と
し
て
、

後
匪
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
卞
。

下水道の整備によりよみがえった葛西用水
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あなたに、快適な環境を運びます
今、釶球a丶● 漆§ l拿か大きな声で叫ぱれています。そして狛たち

の身近尨ところで水辺輿翳を守るのが下t 耋吻登耆です。「まちJ の

中のt a は家翳の台浙なとからXI I、溷へと、つながっています。その

闘で下水道|こより ● t l C 旻l理してこそさl 〕やかな水辺ずf酲たれる

のです。下の培羲剌l冫5 々拓|ぱ下t 苫が舮える区域です。- l ヨも早<

区内lぴ王罵c 卜承血が硬ヌx ように頑蒙つてし丶ます。

早く水洗便所が使えるように
足 立 区 の 卜 水 道 ゐ・人 に は 合 流 人 と 分 流 人 と

か あI J ま す 。 合 流 人 と は 。 内 水 と 家 庭 か らXI I ,

る 朽 水 を1 本 の・F 水 逎 管 に 。 分 廠 式 と は そI L

ぞ れ を 別 々 の・卜 水 道 管 に 流 す 方 人 で す 。 た だL

、 分 直 式 地 域 で6 、 足 立 医 の 画 趣;地 域 に つ

い て は 巧 水1 行 方 式 を 採 用 し て い ま す 。

汚 水 光 行 方 人l j 、1り水 管 と|=l i水 管 を1111吟 に

道 路 に 埋 汲 し ま す か 。 当i U 汚 水l の み をi

川 し て 水 洗 梗 所 のI I I刈 を・1能 に し 、M=j水 管 は

熊 の 木 ポ ンプ 所 の 完 峻 に あ わせ て 鈿 川 す る と

い う 整 備 方 人 で す 。 し た か っ て 、 ポ ン プ 所 完

成 ま で の 間 の|; 1=jホ 排 既 は 、 こ れ ま で ど お り 既

存 の 傀 講 。 水 昂 とK の 針 水 場 に よ ー、て 行 な い

ま す 。

こ の 方 式l j 、 熊 の 本 、ポ ン プ 所 の 完|釦 こt j 11: - J

て ドホ 遺 か9 偏 で き る こ とgJ l j え 、 ホ ン7

所 竃|& 時 にl j 、 す で に|劇水 管 は 呷 設 さ れ て い

ま す の で 、 簡 単 な 取f・1けE 事 で 卜 水 述 に よ る|=t j

水 俳 除 かl l l能 と な る な ど のI I 』点 か あ りま す 。

また 、 ポ ン プ 所 完 成 ま で の||‘ l j、 人 幽 か 肝- 1

た と きに は 、 雨 水 幹 線 に ・畤 貯 留 す る こ と に

よ っ て111水 の 淪Sl j を 伺塲l jす る こ と も で き ま す 。

こ の よ う に 多 く の 利 点 か あ る こ と か ら 、i i j・

水 先 行 方 人 に よ る 整 備'を 遂 め る こ と に し た も

の で す。

● 分流式と合流式の区域

●合流式の配管

●分流式の配管

● 分流式(汚水先行式)の配管

● 公共下水道 普及率の推移

上は足立区下水道計画および現況図です

( 平成3 年2 月現在)

こ 夕〕j l - 111j u、実 施 に 際 し 変 史|ご な る 場 介 か あ り ま す。

詳411に つ い ては 。| ゛, i cに お 問 い 合 わ せ く だ さい 。

東 京 都 下 水 道 局 北 留 雇 設 事 務 所 設 計 課 　3605ses i

足 立 区 土 木 部 下 水 道 認 　38 部5271

凡 例
( 区) … …足 立区
( 都) … …東 東都
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公共 下 水道が できたら ・ ・ ・ ・ ・ ・

下水道力气吏えるようになりますと、その区域は水

洗化できる区域として、東京都公報に告示されます。

そして各家庭には東京都下水道局からチラシでお知

らせします。同時に、下水道料金を負担していただ

くようにもなります。

このような地域のみなさんには、告示後3 年以内

に、くみ取り便所を水洗トイレに改造していただか
なければなりません。

これらの改造工事を行うには、相当の費用がか

かります。

そこで、足立区および東京都では、みなさんの負
担を少なくし、水洗化の普及促進を図るため、助

成や融資あっせん制度を設けています。

工事は下水道局が指定する工事店に

さあ工事をしましょう

あなたのお宅は?

〈公道に面している〉 〈私道に面している〉

公共下水道につなぐ
私道の下水道工事をし ましょう

工法等により異 なりますが 、奥行1m: l ' iリ

およそ区三社五亘j かかります。
○ 条件により次の助成がうけられ ます。

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度

私 道 整 備 助 成 制 度

水洗化設備資金融資あっせん利子補 給制度

宅地内の工事をしましょう

あなたのお宅のトイレは?

〈浄 化 槽 〉

浄化槽の廃止工 事をし ましょう

便器はそのま

ま使えますの
で浄化槽の処

理と、宅地内

の排水管工事

が必要です。

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

〈く み と り〉

水洗化工事をしまし ょう

便器の交換と

宅地内の排水

管工事が必要

です。

水 洗化設備資金融資あっせん 利子補給制度

東京都の水洗便所助成制度

申
請
手
続
は
、必
ず
工
事
着
工
前
に
し
て
く
ださい
。

助成・融資制度をご利用下さい

区の助成融資制度については 土木部計画調
整課助成係へaO3( 3BBO) 520B
私 道 排 水 設 備 助 成 制 度

私道を利用している家庭では。下水を公共下水道に
流すため私道に排水設備が必要になります。この排水

設備をつくる場合一定の条件の もとに区から助成金を

受けられます。

私 道 整 備 助 成 制 度

私道の簡易舗装を希望する方は工事費の助成が受け

られます。

水洗化設備資金融質あっ せん利子補給制度

水洗化工事( 水洗便所への改造、浄化槽の切り替え。

排水設備の設置) にあたって、資金を一時的に支出する

のが困難な方に対して区では一定の条件のもとに融資

あっせんを行い、利子の一一部を負担します。

東 京 都 の 水 洗 便 所 助 成 制 度

くみ取り便所を水洗化する場合に、東京都から次の
ような助成金を受けられます。(必ず工事をする前に申

請してください。手続は工事店が代行します。)

申込先/ 下水道局北部第一管理事務所業務課小菅分寔( 3602) 8822

RECYCLEPAPER
― 森 林資 源 を 大切 に ―

登録番号2- 771


